
 

８ 災害について 

問 42 大災害が発生し避難が必要になった時、あなたはどのようなことが心配ですか。 

（○はいくつでも） 

「家族との連絡がとれなくなるのではないか」の割合が 78.0％と最も高く、次いで「災害につ

いての的確な情報が得られるか」の割合が 61.1％、「避難場所が安全か」の割合が 49.9％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

家族との連絡がとれなくなる
のではないか

子どもや乳幼児・病人・高齢
者・障害者を連れて安全に避
難できるか

近所の人たちと助け合って避
難できるか

避難場所が安全か

災害についての的確な情報が
得られるか

自分自身が病気などで体調が
悪いので、避難できるか

その他

無回答
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問 43 防災対策において、性別に配慮した対応が必要なことは何だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

「避難所の設備（男女別のトイレ、更衣室、授乳室、洗たく干し場等）」の割合が 88.2％と最

も高く、次いで「災害時の救援医療体制（乳幼児、高齢者、障害者、妊産婦へのサポート事業）」

の割合が 67.8％、「避難所の設計・運営に男女がともに参画し、避難所運営や被災者対応に男女

両方の視点が入ること」の割合が 45.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

避難所の設備（男女別のトイレ、更衣
室、授乳室、洗たく干し場等）

避難所の設計・運営に男女がともに参画
し、避難所運営や被災者対応に男女両方
の視点が入ること

災害時の救援医療体制（乳幼児、高齢
者、障害者、妊産婦へのサポート事業）

公的施設の備蓄品のニーズ把握、保管方
法、災害時に支給する際の配慮

被災者に対する相談体制

防災に関する会議に男女がともに参画
し、防災計画に男女両方の視点が入るこ
と
自主防災組織等に男女がともに参画し、
地域で行われる防災活動に男女両方の視
点が入ること

その他

無回答
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